
留萌管内地域公共交通計画　推進管理表　留萌管内地域公共交通活性化協議会

基本方針 No. 施策名
対応する
評価指標

実施概要 これまでの主な取組実績及び取組予定 来年度の取組予定

○国
　・地域間幹線系統補助の実施
　・施策・先進事例の情報提供

○国
　・地域間幹線系統補助の実施
　・施策・先進事例の情報提供

○道
　・地域協議会運営、広域生活路線補助

○道
　・地域協議会運営、広域生活路線補助

○市町村
　【7～11月実績(見込)】
　・地域間幹線系統、広域生活交通路線及び市町単独路線において
　　運行を維持するために必要となる欠損額の確定に伴う変更申請を受理
　　（留萌市、小平町、苫前町、羽幌町、初山別村、遠別町、天塩町）
　・留萌市地域公共交通計画に策定に向けた協議会の開催（留萌市）
　・高校生通学定期代補助事業（増毛町、苫前町、羽幌町、初山別村、天塩町）
　・都市間バス札幌留萌間（特急ましけ号）運行維持補助事業（増毛町）
　・大別苅雄冬線の廃止、自家用有償旅客運送事業による代替運行の開始（増毛町）
　・増毛留萌間の乗合デマンドタクシーの乗降所の追加（増毛町）
　・高齢者等へのバス運賃助成（小平町、羽幌町、遠別町、天塩町）
　・高齢者等のタクシー運賃助成（にこにこタクシー事業）（苫前町）

○市町村
　・地域間幹線系統、広域生活交通路線及び市町単独路線において
　　運行を維持するために必要となる欠損に対する補助を継続実施
　　（留萌市、小平町、苫前町、羽幌町、初山別村、遠別町、天塩町）
　・計画に基づいた各種事業の検討・実施（留萌市）
　・留萌旭川速達便（特急あさひかわ号）及びデマンドタクシーの
　　今後の方向性について検討、協議（留萌市）
　・スクールバスの混乗化に向け協議（留萌市）
　・左記継続実施（増毛町、小平町、苫前町、羽幌町、遠別町、天塩町）

　【12月～3月予定】
　・地域公共交通計画に策定に向けた協議会の開催、計画の策定。（留萌市）
　・上記継続実施（増毛町、羽幌町、遠別町、天塩町）
　・利用者の利便性向上に努め、ダイヤ改正等の接続について、協議会での
　　検討のもと、必要に応じ対応（小平町）

○交通事業者
　【7～11月実績(見込)】
　・生活交通路線の輸送を維持
　・別苅雄冬線（市町村単独補助路線）の著しい需要減退に鑑み、9月30日の
　　最終運行をもって系統を廃止。
　　　※当該区間は、増毛町が乗合タクシーを運行することにより、
          沿線住民の輸送は維持。

○交通事業者
　【12月～3月予定】
 　・生活交通路線の輸送を維持

○国
　・施策・先進事例の情報提供

○道
　・ダイヤ改正に係る情報提供があった場合、広域交通への影響について速やかに確認し、
　　必要に応じ協議会開催などの措置を講じる

○国
　・施策・先進事例の情報提供

○道
　・市町村や交通事業者の要望等を踏まえ、必要に応じ協議会に対応を
　　諮る

○市町村
【7～11月実績(見込)】
　・留萌・深川間を運行する「デマンドタクシー」のダイヤ見直しに向けた
　　検討を実施（留萌市）
　・接続状況等について住民ニーズ等の把握に努め、必要に応じ協議会を
　　開催（小平町）
　・都市間バス（札幌市）の乗り場変更に伴い、広報・HPで周知（小平町）
　・上平古丹別線の運行ダイヤについて沿岸バスと協議し、
　　ダイヤ改正を実施（苫前町）

○市町村
　・見直し後のダイヤにて運行開始（令和7年4月1日）（留萌市）
　・住民や交通事業者等のニーズや要望等を踏まえ、必要に応じ
　　協議会に対応を諮る（小平町）
　・ダイヤ改正に係る情報があった場合、住民の利便性を考慮し、
　　速やかに確認し、必要に応じ協議会を開催（小平町）

【12月～3月予定】
・「デマンドタクシー」のダイヤ見直しに　向け、関係機関と協議するほか、
　市民への周知を実施（留萌市）

○交通事業者
　　特になし

○交通事業者
 　・利用実態や時間外労働の上限規制（いわゆる2024年問題）を踏まえて
   　生活路線バスの大規模な再編を検討中。
　・自社単独で輸送を維持している系統で今後収支が改善されないものに
　　ついては、さらなる削減や系統の廃止も検討する。

基本方針A

地域住民や来訪者
の広域的な移動を
実現する広域交通
ネットワークの維
持・確保

A－①

中核都市と地域中心
都市を結ぶ広域交通
並びに地域中心都市
間及びこれらと周辺
市町村を結ぶ地域間
交通の確保

基本方針B

広域交通、地域間
交通及び生活圏交
通相互の接続等の
利便性の向上

B-①

広域交通、地域間交
通及び生活圏交通相
互の利便性の向上に
よる利用者増加

指標Ⅰ

指標Ⅱ

指標Ⅲ

○交通事業者
　・幌延留萌線等の需要減退を踏まえて事業計画の変更
　　（運行回数の削減等）を実施する。
　・時間外労働の上限規制（いわゆる2024年問題）を踏まえて
　　最終便の繰上げ等運行計画の変更を実施する。

b-①

広域交通、地域間
交通及び生活圏交
通相互の乗換環境
の向上

指標Ⅰ

・広域交通、地域間交通
及び生活圏交通の接続の
確保

・web調査等により乗換環
境に係る利用者意見・要
望の聴取

・調査結果を踏まえた利便
性向上策の検討・実施

目標

a-①

広域交通及び地域
間交通の維持・確
保の方針の設定及
び運行形態見直し
等の検討

・地域間幹線系統補助、
北海道生活交通路線維持
対策事業費（広域生活交
通路線維持対策費補助）
の活用、市町村の支援等
による広域交通ネットワー
クの維持・確保

・利用実態やニーズ等に
応じた路線・ダイヤ等の見
直しに係る協議

参考資料１



留萌管内地域公共交通計画　推進管理表　留萌管内地域公共交通活性化協議会

基本方針 No. 施策名
対応する
評価指標

実施概要 これまでの主な取組実績及び取組予定 来年度の取組予定目標

参考資料１

○国
　・施策・先進事例の情報提供

○国
　・施策・先進事例の情報提供

○道
　・関係課への働きかけ・実態聴取

○道
　・関係課への働きかけ・実態聴取

○市町村
　【7～11月実績(見込)】
　・パーク&バスライド用駐車場（幌糠）の運用（留萌市）
　・高齢者向け「バス運賃無償化実証実験事業」の継続実施（留萌市）
　・高齢者運転免許返納事業（自家用有償旅客運送事業チケットと
    沿岸バス回数券の組み合わせ5万円分支給）（増毛町）
　・高齢者福祉ハイヤー事業実施（羽幌町）
　・高齢者の事故等の発生状況等をメールにより配信（初山別村）

○市町村
　・左記継続実施（留萌市、増毛町、遠別町）
　・自主返納については交通担当や高齢者担当が必要に応じた
　　施策であるため、これらと連携した対応を視野に入れていく。（小平町）

　【12月～3月予定】
　・継続実施（パーク&バスライド用駐車場（幌糠）の運用）（留萌市）
　・高齢者向けバス運賃無償化の本制度化に向け、事業の在り方について
　　協議（留萌市）
　・関係部局と連携を図りながら、必要に応じ広報周知やHP周知を行うほか、
　　協議会内での協議も進める。（小平町）
　・高齢者福祉ハイヤー事業実施（羽幌町、初山別村）
　・自家用車と連携させた公共交通の利用促進の検討（初山別村）
　・北海道高齢者運転免許自主返納サポート制度の周知（遠別町）

○国
　・施策・先進事例の情報提供

○国
　・施策・先進事例の情報提供

○道
　・効果的な調査方法の検討

○道
　・効果的な調査方法の検討

○市町村
　【7～11月実績(見込)】
　・自家用有償旅客運送事業の夜間土日祝日運行の実施（増毛町）

○市町村
　・左記継続実施（増毛町）
　・費用対効果も鑑みながら、必要に応じた協議を行う（小平町）

　【12月～3月予定】
　・観光担当課と連携を図り、必要に応じて対応（小平町）

○交通事業者
　【7～11月実績(見込)】
　・留萌・宗谷管内の指定路線バスが乗り放題となる広域周遊きっぷ「萌えっ子フリーきっぷ」
　　を発売。（令和6年5月～10月の売上は、1日券371枚、2日券149枚、スキップ2日券35枚）
　・6月より高速乗合バスにおいてキャッシュレス決済割引を開始
　　（主要なクレジットカード、QRコード決済、電子マネーが利用可）

　【12月～3月予定】
　　特になし

○交通事業者
　・高速乗合バスの運行計画を変更し、フェリーとの接続等を見直し

○国
  ・施策・先進事例の情報提供

○国
  ・施策・先進事例の情報提供

○道
　・道HPの活用など、情報発信方法について検討

○道
  ・道HPの活用など、情報発信方法について検討

○市町村
【7～11月実績(見込)】
　・運転手不足改善に向けた支援の在り方について、交通事業者と協議（留萌市）
　・天売焼尻航路フェリー乗船券のふるさと納税返礼品への設定
　　による利用促進（羽幌町）
　・羽幌フェリーターミナルから沿岸バス本社ターミナルまでの
　　シャトルバスの運行（羽幌町）

○市町村
　・市内小中高校及び交通事業者と連携したモビリティマネジメント
　（職業体験、バス乗り方教室など）を実施（留萌市）
　・地域おこし協力隊制度を活用した交通事業者への人材派遣及び
　　交通事業者が実施するドライバー確保策に対する支援を実施（留萌市）
　・教育委員会と連携し、必要に応じ対応する。（小平町）
　・交通事業者のみならず人材不足が深刻化している。協議会内でも
　　課題として整理し、関係機関と連携した対応を諮る（小平町）

【12月～3月予定】
　・継続実施（留萌市）
　・必要に応じ町広報、HP等で周知（小平町）

基本方針C

利用促進や担い手
確保による公共交
通の持続性の確保

C-①

地域住民による公共
交通の利用機会の拡
大・利用促進

C-②

留萌地域外からの来
訪者による公共交通
の利用機会の拡大・
利用促進

C-③

路線の維持に必要と
なる公共交通の担い
手の確保

c-②

c-③ 指標Ⅰ

指標Ⅰ

来訪者による公共
交通利用の促進に
向けた観光客誘客

バス・タクシー運
転手等の確保に向
けたPR・魅力発信

・小中高と連携した企業訪
問・就業体験などを通じた
情報発信

・業務内容の紹介や採用
に係る広報・PR

・観光資源との連携

・来訪者ニーズの把握及
びニーズに対応する取組
の実施

c-①

地域住民による公
共交通利用を促進
する広報・PR

指標Ⅰ

・パーク＆バスライドなど
自家用車と公共交通の連
携利用をPR

・高齢者等へのモビリティ
マネジメントの推進

・北海道高齢者運転免許
自主返納サポート制度の
推進

・バスロケーションシステ
ム導入の検討


